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地震動予測 2

南海トラフ巨大地震



地震動予測 3

安芸灘～伊予灘～豊後水道の地震



地震動予測 4

五日市断層による地震



地震動予測 5

広島湾－岩国沖断層帯による地震



地震動予測 6

広島湾－岩国沖断層帯による地震



洪水浸水想定区域 7



高潮浸水想定区域 8



様々なハザード 9



災害軽減のための都市計画的対応 10

危険なエリアからの撤退
（土地利用）

危険なエリアの建物の立て方の工夫
（建築）

避難の支援
（まちづくり・福祉）



１．はじめに
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２０５０年の人口分布推計（広島県）

50%未満
50～90%
90～110%
110～150%
150%以上

2010年比

国土数値情報より（「新たな『国土のグランドデザイン』」（国土交通省））



12災害リスク曝露人口

▲ 洪水（浸水想定区域） ▲ 高潮（浸水想定区域）

▲ 津波（浸水想定区域）▲ 土砂災害（警戒区域） ▲ 地震（震度5強以上）

２０１５年

▲人口分布図
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▲各種災害リスク曝露人口割合の将来推計

土砂災害を除くすべての災害において、
総人口に占める災害リスク曝露人口の割合は年を経るに従い増加する

※総人口に占める災害リスク曝露人口の割合

災害リスク曝露人口

２０１５年～２０５０年
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２０１５年と２０５０年の災害リスク曝露人口割合を比較

▲各種災害リスク曝露人口割合の増減（２０１５年～２０５０年）

２０１５年の曝露人口割合に比べ割合が増加している災害が多い

災害リスク曝露人口（市町単位）



15災害リスク曝露人口（市町単位）



例：危険な区域の市街化調整区域へ編入
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和歌山県西部の沿岸

漁村集落

最大津波高：10ｍ
 1ｍの津波到着時間:24分

人口 ～18歳

19～64歳

65歳～

人口減少
高齢化

事前復興計画

標高(m)
高：628

小：0



事前復興計画



事前復興計画（地区での住民WS）



③事前復興の空間計画案の作成ＷＳの成果
地区住民による計画案



災害軽減のための都市計画的対応 21

危険なエリアからの撤退
（土地利用）

危険なエリアの建物の立て方の工夫
（建築）

避難の支援
（まちづくり・福祉）



広島市矢口川下流部周辺地区 地区計画
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災害軽減のための都市計画的対応 23

危険なエリアからの撤退
（土地利用）

危険なエリアの建物の立て方の工夫
（建築）

避難の支援
（まちづくり・福祉）



三原市久井町での取り組み

第１回ワークショップ
（２０１９年７月１９日）

■目的
６地域別（市東、市西、重宗、沖谷、原谷、猫谷）に「災害にも強
い地域支え合いマップ」の下書きとなる地図を作成。



事前準備（ベースマップ作成）

• 大学で事前に作成。

• 地域別に作成。
→各地域でマップを作成

• 地形と建物と道路とハザー
ド情報を掲載。
→見やすく…

• 大きな紙の地図として作成。
→みんなで書き込めるよう
に…



第１回ワークショップの進め方

1. 要配慮の方の家の把握（家の色分け）

• 要配慮の方の家を赤●

• 要配慮の方を、気にかける方の家を緑●

• 赤●と緑●のペアを矢印で結ぶ

2. 地域内危険箇所の記入（ハザードマップ
に載っていないもの）

• これまでに被害があったところ（履歴）

• 地震時に危ないと感じるところ…など

3. 避難場所の検討



ワークショップの様子



ワークショップの成果



第２回ワークショップ
（２０１９年１２月１９日）

■目的
作成した「災害にも強い地域支え合いマップ」を確認し、さらに避
難所までの移動時間をイメージできる地図を作成（図上訓練）。

三原市久井町での取り組み



第２回ワークショップの進め方

1. 「災害にも強い地域支え合いマップ」を見て、
足りない情報があれば書き込む

2. 避難場所までの時間で、道路を色分け

3. 避難の状況をイメージし、課題を考える







ワークショップの様子



ワークショップの様子



マップづくりを通しての気づき



マップづくりを通しての気づき



「地域支え合いマップ」をつくる意義

• 地域の皆さんと、情報を共有する。
→ハザード、要配慮の方、避難場所…

• 地域の皆さんと、鳥の目をもつ。
→地域の全体（位置関係等）を把握…

• 地域の皆さんと、目的を共有する。
→地域で支え合い、被害が出ない地区に…

• 地域の皆さんと、次の活動を起こすきっかけと
なる。
→避難の計画づくり、日ごろの見守り等…


